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様式第 1号（規則第１条の３第１項表２(61)） 

建築基準法第８６条の７に基づく既存不適格調書 
No.1  

申  請  者 

住 所 ○○○市○○町○○○－○○ 

氏 名 島 根 太 郎 

調  査  者 

資 格 （一）級建築士      （       ）登録   第  ○○○  号 

氏 名 建 築 次 郎 

建築士事

務所名 

（一）級建築士事務所  （ 島根県 ）登録   第  ○○○  号   

○○○一級建築士事務所 

敷地の地名 

及び地番 
○○○市○○町○○○－○○ 

主要用途 事務所 

用途地域、 

地域地区、その他 

一低・二低・一中・二中・一住・二住・準住・近商・商業・準工・工業・工専・指定なし､ 

防火・準防・２２条・指定なし、その他（            ） 

基 準 時 平成   １２年   ６月   １日 

不適格条項 
建築基準法        第 ２０ 条 第     項 第 二 号 

建築基準法施行令  第 ６６ 条 第     項 第    号 

不適格の概要 

（詳細別紙添付） 

・平成１２年５月３１日建設省告示第１４５６号に規定する「鉄骨造の柱の脚部を基礎

に緊結する構造基準」に不適合。 

不適格部分の用途、

構造及び規模等 

基準時の 

地域及び地区 

基準時(A) 現 状(B) 
今回申請による

面積の増減(C) 

合  計 

（Ｂ＋Ｃ） 

基準時からの 

増加率 

敷 地 面 積 ９００㎡ ９００㎡ ０㎡ ９００㎡ ０％ 

建 築 面 積 ３００㎡ ３００㎡ ５００㎡ ５００㎡ ６７％ 

延 べ 面 積 １，２００㎡ １，２００㎡ ４００㎡ １，６００㎡ ３４％ 

不適格部分床面積、 

動力（台数、容量等） 
    ％ 

基準時以後の確認 

及び工事種別 

年    月    日  第       号 工事種別  

年    月    日  第       号 工事種別  

※ 基準時とは、建築基準法施行令第 137 条に規定する基準時です。 
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No.2  

基準時      平成  １９年   ６月  ２０日 

不適格条項 
建築基準法      第 ２０ 条 第     項 第 二 号 

建築基準法施行令第 ８２ 条 第     項 第 一 号 

不適格の概要 

（詳細別紙添付） 

・平成１９年５月１８日国土交通省告示第５９４号に規定する「冷間成形角形鋼管柱

使用時の地震時における応力割増の基準」に不適合 

No.３  

基準時      平成  １９年   ６月   ２０日 

不適格条項 
建築基準法      第 ２０ 条   第     項 第 二 号 

建築基準法施行令第 ８２条の６ 第     項 第 三 号 

不適格の概要 

（詳細別紙添付） 

・昭和５５年１１月２７日建設省告示第１７９１号に規定する「柱及び梁に使用する 

炭素鋼の幅厚比制限の基準」に不適合。 

No.４  

基準時      年    月    日 

不適格条項 
建築基準法      第     条 第     項 第     号 

建築基準法施行令第     条 第     項 第     号 

不適格の概要 

（詳細別紙添付） 

No.５  

基準時      年    月    日 

不適格条項 
建築基準法      第     条 第     項 第     号 

建築基準法施行令第     条 第     項 第     号 

不適格の概要 

（詳細別紙添付） 

※基準時とは、建築基準法施行令第 137条に規定する基準時です。 



様式第２号

既存建築物状況報告書

○○年○○月○○日

建築主事 松 江 三 郎 様

申請者 住所 ○○市○○町○○○－○○

氏名 島 根 太 郎 

既存建築物について 

■ 検査済証の交付があり、確認申請図書と相違ないことを報告します｡   

 □ 検査済証交付後の増築等があり、確認申請図書と検査を受けた部分に相違がないこと及び検査済証交 

  付後の増築等が適切に施工されていることを別添「現況調査書（様式第３号）」のとおり調査したので報告

  します｡   

 □ 検査済証の交付は受けていませんが、適切に施工されていることを別添「現況調査書」のとおり調査した

  ので報告します｡ 

 □ 確認済証の交付はありませんが、適切に施工されていることを別添「現況調査書」のとおり調査したので

  報告します｡（法第６条４号建築物で建設当時、都市計画区域外にあった場合） 

この報告は事実に相違ありません｡ 

確認済証年月日・番号 

（最新の確認済証） 

■ あり （  平成 １０年  ６月 ２０日）    □ なし 

     （第  ○○○○  号）    

検査済証年月日・番号 

（最新の検査済証） 

■ あり  （  平成 １１年  ３月  １０日）    □ なし 

      （第  ○○○○  号）   

建 築 場 所 ○○市○○町○○○－○○ 

既 存建築物 を調査

した者 

（ 一 級）建築士      （  大臣  ）登録     第    ○○○    号 

（ 一 級）建築士事務所  （ 島根県 ）登録     第    ○○○    号 

事務所名  ○○○○一級建築士事務所    氏名 建 築 一 郎

既存建築物の工事監

理者 

（ 一 級）建築士      （  大臣  ）登録    第  ○○○       号 

（ 一 級）建築士事務所  （ 島根県 ）登録    第  ○○○       号 

事務所名  △△△△一級建築士事務所    氏名  建 築 二 郎        

工 事 施 工 者 
名称  ◇◇◇◇工務店 （ 知事 ･ 大臣 ）（ 一般 ・ 特定 ）登録第  ◇◇◇◇  号

【状況報告】 

工

事

履

歴 

新築工事 
確認申請    ■ あり     □なし 着工時期       平成１０年   ７月 

確認済証        平成１０年  ６月 ２０日 検査済証       平成１１年   ３月 １０日 

増改築工 

事 

確認申請    □ あり     ■なし 着工時期     年    月 

確認済証      年   月   日 検査済証     年    月    日 

その他の 

工事 

・なし 

・既存建築物は建築年（   平成１０  年）における建築基準関係規定に適合していることを確認しました。 

・既存部分の構造耐力上主要な部分の劣化状況の概要を記載してください。（別添調査結果及び写真による）

【備考欄】  【特定行政庁記入欄】 

【添付書類】 

■現況調査書  □現況図 ■確認申請図書の写し ■検査済証の写し ■確認済証の写し  □登記事項証明書等 

□確認台帳の記載事項証明書  □施工状況確認報告書  ■劣化状況調査結果・写真  □工事監理実施報告書 

Case１ 

Case２ 

Case３ 

Case４ 

確認申請の不要な工事につ

いて記載してください。

調査者は工事監理の状況を十分に調査し、建築当時の

法令に適合していることを確認した場合に記載してく

ださい。


